
第２回地域フォーラム

明日香村発展ビジョン
～観光を基軸とした村づくり、

そして世界遺産登録へ～

令和元年８月３日

明日香村長 森川 裕一
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村の現状
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H25以降
社会増の傾向
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観光客数・宿泊者数推移
村の現状
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北米ヨーロッパからの観光客が
近年増えている

※民家ステイには村外宿泊者も含む。



目指す姿

明日香村の価値

日本の国のはじまりの
地を示す歴史的文化的
資源

明日香法により守られ
た歴史的風土

代々引き継がれる文化
的景観、伝統的行事

利便性の良い環境なが
ら地域住民が互いに助
け合い顔の見える環境

村民が健康に暮ら
し、次代を担う子ど
もたちが育つ村

協働による
村づくり

明日香村の価値を最大
限に活用し、

みんなで地域課題を克
服

企業
長谷工ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
星野リゾート
ケイミュー

大学
関西大学
天理大学
帝塚山大学
県立大学

住民
自治会
各種団体

行政
国・県

周辺自治体

今後の方向性

全村まるごとを活用
した活力ある村

明日香らしい佇まい
を感じられる村
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NPOなど
明日香の未来を守る会
景観ボランティア明日香

など



価値ある文化財の「見える化」
キトラ古墳「四神の館」

(H28～)
バーチャル飛鳥京

(H17～)

飛鳥宮跡・飛鳥京跡苑池整備要望 牽牛子塚古墳整備

高松塚古墳壁画保存
公開施設整備要望

（２０２０年度＜令和２年度＞完成予定） 6

さらなる
取組



宿泊できる環境づくり
民家ステイ(H23～)

ゲストハウス(H27～)

宿泊施設（星野リゾート）誘致

民宿

高取町

誘致位置図 橿原市

近鉄飛鳥駅

祝戸荘

（約４年後の開館を想定）
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歴史的風土を感じてもらえる仕掛け

古都飛鳥文化祭(H27～)

光の回廊(H16～)

彼岸花祭り(H8～)

（仮称）明日香ハーフ
マラソンの開催

（２０２０年度＜令和２年度＞予定）
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情報発信・移動手段の充実
アスカナビ(H24～)

MICHIMO(H26～)

赤かめ周遊バス(H15～)金かめ乗合タクシー(H28～)

道の駅「飛鳥」(H30～)

新たな技術を活用
した観光周遊の取
り組みをモデル的
に進める
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世界に向けた発信と魅力を高める

日本遺産(H27～)

日本国創成のとき
～飛鳥を翔た女性たち～

日本遺産第1号に認定

「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」

世界遺産登録を目指す
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登録までの手続きと資産の概要

登
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を
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資
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の
概
要

・「日本国」の形成から成立までの過程を証明できる、6世紀末から8世紀初めまでの日本の首都
・構成資産には、隋・唐や高句麗・百済・新羅との強い交流の中で、先進の政治・宗教・文化・技術
を導入し、伝統的な政治・宗教・文化・技術と融合・発展させて、我が国独自の政治制度や文化
を作り上げた記憶が顕著に刻まれている。

・遺跡は、現在も良好な遺構として存在
・歴史・文化の舞台となった歴史的な風土が、長い時を超えて現在でも目の当たりにすることがで
きる

最短でも約４年現在
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ご清聴ありがとうございました。


